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主は、喜びをもってあなたを祝い 

愛をもってあなたを新たにし 

喜びの歌をもってあなたに歓喜の声を上げる。 

ゼファニヤ書 3 章 17 節 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西学院宗教センター 

大学院 2 号館、本部棟（西宮上ケ原キャンパス） 



オンライン（Zoom） 

 

 
チャペル・スケジュール    

時 間：西宮上ケ原キャンパス・西宮聖和キャンパス 10:30～11:00 神戸三田キャンパス 10:40～11:10 
場 所：各学部チャペル（ランバスチャペルアワーは西宮上ケ原キャンパスランバス記念礼拝堂）   

1月 6日(火) 神 宮本 幸男（日本キリスト教団香櫨園教会） 
 文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 
 社 公現日（エピファニー）チャペルアワー  打樋 啓史（宗教主事） 
 法 大宮 有博（宗教主事） 
 経 新しい年を迎えて（顕現日を覚えて）  舟木 讓（宗教主事） 
 商 木原 桂二（宗教主事） 
 国 年度末をむかえて  髙村 峰生（国際学部副学部長、国際学部教授） 
 理・工・生環 Christian Triebel（宣教師、学長直属准教授） 
 総 村瀬 義史（宗教主事） 
 教 岡本 哲雄（教育学部長） 
  
1月 7日(水) 神 公現日礼拝（神学部学生会） 
 社 新年を迎えて  Timothy O. Benedict（宣教師、社会学部准教授） 
 法 Christian M. Hermansen（宣教師、法学部教授） 
 商 音楽チャペル  ハーモニカソサイアティ 
 人 嶺重 淑（宗教主事） 
 国 国際学部の歩みをおぼえて  長谷 尚弥（国際学部教授） 
 理・工・生環  村瀬 義史（総合政策学部宗教主事） 
 教 梶原 直美（宗教主事） 
  
1月 8日(木) 神 黙想の礼拝  Esben Petersen（宣教師、神学部助教） 
 文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 
 社 学年度末にあたって  島村 恭則（社会学部長） 
 法 大宮 有博（宗教主事） 
 経 阪神・淡路大震災を覚えて  岡 秀和（ヒューマン・サービス支援室専従コーディネーター） 
 商 阪 智香（商学部長） 
 人 山 泰幸（人間福祉学部長） 
 国 Chapel in English -- Season of Epiphany  Janette McIntosh（宣教師、国際学部教授） 
 総 村瀬 義史（宗教主事） 
 短大 聖書のお話みんなできこう（「キリスト教保育Ⅱ」履修学生） 
  
1月 9日(金) ランバス 新年を迎えて  井上 智（宗教センター宗教主事） 
 神 岩野 祐介（神学部長） 
 文 Chapel in English  Andreas Rusterholz（宗教主事） 
  経 学年末を迎えて（卒業生を覚えて）  山鹿 久木（経済学部長） 
  理・工・生環 Christian Triebel（宣教師、学長直属准教授） 
  
◇ランバス早天祈祷会 毎週金曜日 8：10～8：30 ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） 

 1 月 9 日(金)    新年を迎えて  村田 晋作（経営企画部事務職員） 
 

上ケ原キャンパスのランバス記念礼拝堂、Zoom いずれでのご参加もお待ちしています。 
 



 

美しい幻想 
 

手良村 昭子 
 

私のクリスチャンとしての歩みは聖和キャンパスから始まりました。 
今回は私の聖和大学時代の恩師であり、受洗牧師でもある故藤木正三先生の言

葉を皆さんにご紹介したいと思います。 
藤木先生との出会いは大学の宗教学の授業でした。クリスチャンホームで育っ

たわけでもない私にとって、キリスト教はクリスマスを連想させる美しいイメー
ジしかなく、しっかりと聖書を学んだのは大学に入ってからでした。先生は毎回、
静かな低い声でゆっくり聖書を読んでくださり、その後にご自身の思いを聖書の
言葉にのせて、わかりやすく語って下さいました。その時の内容までは覚えてい
ないのですが、私自身が聖書を通して、生かされていることの不思議さや、これ
からどのように生きていきたいかなど深く考えるようになった記憶はしっかり
と残っています。 

宗教学の単位を取得してからも、先生のお話がもっと聞きたくなり、藤木牧師
のおられる京都御幸町教会に毎週通うようになりました。洗礼を受けたのは、二
年通った冬のクリスマス礼拝の時でした。毎年、クリスマス礼拝を迎える度にこ
の時の幸せな感覚が蘇って来ます。 

藤木先生は何冊かご自身の思いを断想集として出版されていました。その中の
「純粋と微笑 沈黙と愛のパンセ」という書籍には心動かされる素敵な言葉がた
くさん綴られています。 

ここでは「美しい幻想」というタイトルの先生のお言葉を紹介したいと思いま
す。 

 
「美しい幻想」 

信仰は幻想にすぎないと批判されます。 
しかし、幻想か否かで信仰をきめてはなりません。 
人の心を自由にし、雄々しく思いやり深く生かしめるものなら、たといそ

れが幻想であってもよいではありませんか。 
そういう信仰なら、幻想として斥けるよりは、人生への真剣さとして評価

すべきであります。 
大体、それぞれに人生を解釈し、夢を描いて生き、いささかの諦めをもっ

て閉じていくのが人生であり、結局、皆幻想を生きているようなものではあ
りませんか。信仰も、数ある幻想の中で許された、美しい一つかもしれませ
ん。 

 
この言葉を読み返すたびに藤木先生が私の拙い信仰を支えて下さっている事

を覚えます。 
この一年もすべての事に感謝しながら信仰をもって歩んでいきたいと思いま

す。 
（関西学院短期大学教授） 



 
●院長室から発信！ ビデオメッセージ 「風に思う」 配信のご案内 

関西学院はキリスト教主義教育を理念として、Mastery for Service というスクールモットーを 
持っています。メッセージビデオ「風に思う」では、関西学院の土台である聖書の言葉やキリスト教 
の思想をもとにした院長室スタッフからのメッセージや、学院で Mastery for Service の精神を 
体現する学生団体等と院長との対談をお届けします。皆様の心の糧となれば幸いです。 
https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou 「風に思う」関西学院 院長室からのメッセージ（HP） 

 
●サテライトキャンパスでのチャペルアワー 

阪急大阪梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー14 階の大阪梅田キャンパスでは、大学院授業期間中
の月 1 回チャペルアワーを実施しています。場所は 1405 教室です。どなたでもご自由にご参加ください。 

    1 月 15 日（木） 17：50～18：10  井上 智（宗教センター宗教主事） 
 
●チャペル・オルガニスト卒業演奏会 

各学部チャペルをはじめ、式典などでオルガン奏楽を務める学生オルガニスト 11 名が、今春関西学
院大学を巣立ちます。学生時代の思い出を胸に、これまでのレッスンと練習、そしてチャペルでの経験
すべてをこの日の演奏に託します。どうぞご来場いただき、学生時代最後の演奏に拍手をお願いいた
します。 
  日 時 ： 3 月 7 日（土）13：00～ 
  場 所 ： ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 

 
●阪神・淡路大震災記念礼拝 

  日 時 ： 1 月 16 日（金）17:10～18：00 
  場 所 ： ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス  Zooｍによるリモート開催併用） 
  視聴用 URL ： https://kwansei-gakuin.zoom.us/j/98619913437?pwd=nbrkf9YTcDlC7NCkF9va79bB1zl3JJ.1 

ミーティング ID ： 986 1991 3437   パスコード ： 422148 
  司 式 ： 打樋 啓史（宗教総主事） 
  メッセージ ： 「Re-Creation を生きる」 小見 のぞみ（短期大学宗教主事） 
  演 奏 ： 関西学院聖歌隊  関西学院ハンドベルクワイア 
  主 催 ： 関西学院宗教活動委員会 

 
●３．１１東日本大震災記念礼拝 

  日 時 ： 3 月 11 日（水）14：30～15：15 
  場 所 ： ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス  Zooｍによるリモート開催併用） 
  視聴用 URL ： https://kwansei-gakuin.zoom.us/j/93121146897?pwd=xvrrigyKpfTaeC0hnvfAiNEq0NmTbM.1 

ミーティング ID ： 931 2114 6897   パスコード ： 659345   
司 式  ： 井上 智（宗教センター宗教主事） 

  メッセージ ： 森分 和基（日本キリスト教団宮古教会牧師） 
  打 鐘 ： 関西学院ハンドベルクワイア 

 
●関西学院会館ベーツチャペル日曜礼拝 

授業期間中の第 2・第 4 日曜日（原則）の 10：00～11：00 に関西学院会館ベーツチャペルでは日曜
礼拝を行っています。どなたでも（クリスチャンでなくとも）ご参加できますのでどうぞお越しください。 

1 月 11 日（日） 新年・震災を覚えての礼拝  
1 月 25 日（日）、 2 月 8 日（日）、 2 月 22 日（日）  
3 月 8 日（日） 震災を覚えての礼拝  

 
今号が本年度「チャペル週報」の最終号です 
2026 年度は 4 月 9 日（木）の発行からとなります。新年度のチャペルや宗教センター、宗教活動委員
会、吉岡記念館主催の催し物などのご案内をしてまいります。また、教職員の方々によるメッセージやエッ
セイを掲載しますのでご期待ください。 

 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou
https://kwansei-gakuin.zoom.us/j/98619913437?pwd=nbrkf9YTcDlC7NCkF9va79bB1zl3JJ.1
https://kwansei-gakuin.zoom.us/j/93121146897?pwd=xvrrigyKpfTaeC0hnvfAiNEq0NmTbM.1

